
お仕事の内容を簡単にご紹介ください。
- 近岡さん : 
当社はいわゆるクライアントワークを中心としたクリエイ
ティブ会社です。企業や行政機関、ブランドや商品が必要
とするマーケティング・コミュニケーションにおいて、分
析や戦略設計、プランニングといったコンサルティング業
務、そしてそのプランに則って実際に制作し、展開するプ
ロダクション業務を行っています。マーケティングやクリ
エイティブの世界では、多くの場合、戦略や企画だけの会

導入事例LINE WORKS 

マーケティング領域における、様々な企業やブランドの課題解決をトータルに担うク
リエイティブ・カンパニー、株式会社トリガー。WEBやデジタル、映像CM、イベン
ト、キャンペーンなど様々なプロジェクトを抱える同社では、LINE WORKSの導入
により、従業員同士の予定の確認や情報共有、制作物のチェック作業などが効率化さ
れ、メールのやり取りが激減し、会社全体の生産性が向上するなど大きな効果を上げ
ています。同社の代表取締役でクリエイターでもある近岡さんと、プロデューサーの
福田さんに、LINE WORKS導入前後の変化や使用状況についてお話をうかがいまし
た。
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クリエイティブ制作業務がLINE WORKSにより効率化。
会社全体の生産性が飛躍的に向上しました。

株式会社トリガー
代表取締役 クリエイティブディレクター
近岡 渉さん(左)
プロデューサー
福田 和央さん(右)
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社、または制作だけをやる会社というように分かれている
のが一般的ですが、当社はそれを一気通貫でトータルにや
るという特色があります。

LINE WORKS以前に課題となっていたのはどのよう
な点ですか。
- 近岡さん : 
以前はメールかSNSのメッセンジャー、または電話での
コミュニケーションが主でした。資料の確認も基本的に
はメールやSNSに添付して行っていました。社内のスケ
ジュール管理は一部のプロジェクトを除けば非常にアナ
ログで、朝礼の際に確認したり、ホワイトボードに記入
したりしていました。 

課題の1つは、様々なチェックに時間がかかっていた点
です。例えば当社の場合、デザインや制作物などは上司
からOKが出ないと社外に出せません。上司のチェック
を受けようとしても、メールではすぐに返事がもらえな
かったり、電話でもすぐに確認がとれなかったりしまし
た。上司が会社に戻るまでチェックできないとなると、
依頼した方はほんのわずかな変更のために会社に残って
いなければならないですし、チェックする方は時間が遅
くなってもわざわざ出先から会社に戻る必要がありまし
た。 2つめは、会議にかかる時間です。全員が揃うまで
待つことになったり、事前の情報共有が統一できていな
いせいで、会議の趣旨を説明するところから始める必要
があったりなど、合理化できるはずの時間が多くあると
感じていました。

- 福田さん : 
スケジュールは各自が手帳や独自のツールなどで管理し

ていたため、会議を予定していても、誰かの都合が悪く
なると、また最初から全員に確認をとって日時を組み直
すことになってしまい、常に手間がかかっていました。
また、メールを送ってもいつ見ているのか、ちゃんと見
ているのかが分からず、結局電話でリマインドをするこ
とになっていたのです。私自身、外出が多いのですが、
出先でPCを開いてWi-Fiをつながないと確認ができない
ため手間がかかってしまい、結局会社に帰ってから対応
することが多くなっていました。結果として返信が遅れ
てしまうということにもつながっていたと思います。

LINE WORKS導入の経緯や背景についてお聞かせく
ださい。
- 近岡さん : 
LINE WORKSは2017年2月のニュースリリースの段階で
知っていました。当社はPマーク(プライバシーマーク制
度)とISMS(情報セキュリティマネジメントシステム)を
取得しているので、プライバシー保護やセキュリティを
しっかりしたものにする必要があります。業務の効率化
を考え、他のグループウェアの導入を何度も検討してい
たのですが、コスト面や、機能の過剰さから当社にそぐ
わないのではないかという心配があって、導入には至り
ませんでした。LINE WORKSは、我々の仕事のスタイル
のなかで利用する上で、使い方がシンプルでちょうど良
く、無駄な機能がありませんでした。セキュリティに関
しても問題が無く、すぐに導入を決めました。

LINE WORKSの利用シーンや導入効果を教えてくだ
さい。
- 福田さん : 
スケジュール調整や社内の情報共有がとても便利になり
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ました。全員のスケジュールが見られるので、「ここ空
いていますか？」の一言でスケジュール調整ができ、非
常に助かっています。会議についても、例えばホーム機
能で会議の内容を先に共有して見ておいてもらうように
することで、各自が要件と課題、最終的な落としどころ
を事前に考えておけるようになり、実際の会議の時間が
短くて済むようになりました。 以前はメールで事前に共
有していましたが、忙しくて見ていない人も多い状況で
した。今は「既読状況」が分かるので、全員に見てもら
えたという安心感もありますね。今は、社内での連絡は
LINE WORKSで、社外はメールで、と使い分けていま
す。これがオフィシャルのコミュニケーションの取り方
になっています。その結果、以前は一日あたり100～
200通程あったメールが半分以下に減りました。

- 近岡さん : 
もっとも大きく変わったのは、社内のコミュニケーション
にほとんどメールやSNSを使わなくなったことです。敢
えて無くした訳ではないですが、自然と減っていき、
LINE WORKSのトークでのやり取りに移っていきまし
た。プロジェクトごとにトークルームを作るようにした

ので、そのルームを辿れば、プロジェクトの流れが全て分
かります。これは凄く効率がいい。資料のやり取りも社内
ではトークルーム内の添付で行うようになりました。添付
されている物はそのままビューワーで開けるので、すぐに
資料をチェックできます。資料のチェックをし終わった
ら、トークでコメントを返し、問題なければOKのスタン
プを送るだけで済む場合もあります。そういった遠隔で
のやり取りが非常に速くなりました。上司が戻るまで待
つというような事も無くなり、仕事の完了が早くなった
のは目に見える効果です。 会議も「会社に戻ってから話
しましょう」、「会社で共有しましょう」

トークでの全体連絡の活用例 ホーム活用例- 一覧
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と、何かと時間をとっていたのですが、トークルームを
使えばすぐに共有できるので、帰社後の立ち話程度で済
む打ち合わせがほとんどなくなりました。 クリエイティ
ブ作業においては、クオリティの担保と労働時間の効率
化や短縮化といった考え方がどうしても相反する場合が
あります。私自身も以前、繁忙期には深夜まで会社で仕
事をしていることもありましたが、LINE WORKSを入
れてから、終了時間が圧倒的に早くなりました。時間が
空いた分、より多くの仕事ができるようになり、全体の
生産性が上がったという印象です。 

例えば当社ではイベントの運営も手掛けておりますが、
イベント当日に準備設営の時から本番の様子までをトー
クで全社に流すこともあります。そうすると、設営に立
ち会っている様子や、徐々にブースが出来上がってくる
様子が全員に送られるので、そのイベントに直接関わっ
ていないスタッフも含め、会社全体が同じ現場を見るこ
とになります。結果的に自分事として捉えやすくなるの
で、皆が「お疲れさま」と声をかけ合うなど、会社とし
て一体感が強まったと感じますね。
※掲載している内容、所属やお役職は取材当時のものです。


